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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月25日(2013.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
配列番号３～１８のいずれかの少なくとも５０の連続したアミノ酸を含む単離または組換
えポリペプチド断片であって、該少なくとも５０の連続したアミノ酸を含む断片が免疫原
性であり、配列番号３～１８のいずれかのＣ末端の１つ以上のアミノ酸を欠失している、
単離または組換えポリペプチド。
【請求項２】
前記少なくとも５０の連続したアミノ酸を含む断片が、配列番号２１９～３０７および６
８３からなる群より選択されるアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の単離または組換え
ポリペプチド断片。
【請求項３】
配列番号３～１８のいずれかの少なくともアミノ酸５９５～１００８（４０５Ｂ）を含む
ものである、請求項１に記載の単離または組換えポリペプチド断片。
【請求項４】
アミノ酸５９５～１００８が配列番号６４２に対応する、請求項３に記載の単離または組
換えポリペプチド断片。
【請求項５】
前記断片が、配列番号３～１８のいずれかの完全長タンパク質と比較して増大した溶解性
を有し、該断片は、配列番号３～１８のいずれかの完全長タンパク質によって惹起される
免疫応答と実質的に類似の免疫応答を被験体に惹起する、請求項１～４のいずれか１項に
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記載の単離または組換え免疫原性ポリペプチド断片。
【請求項６】
前記断片が、配列番号３～１８のいずれかの推定上のアミノ末端トランスロケータードメ
インを欠失している、請求項５に記載の単離または組換え免疫原性ポリペプチド断片。
【請求項７】
前記断片が、配列番号６４２のアミノ酸配列に対応する、請求項５に記載の単離または組
換え免疫原性ポリペプチド断片。
【請求項８】
前記断片が、配列番号３～１８のいずれかの１１００未満のアミノ酸を含む、請求項５～
７のいずれか１項に記載の単離または組換え免疫原性ポリペプチド断片。
【請求項９】
精製されている、請求項５～８のいずれか１項に記載の単離または組換え免疫原性ポリペ
プチド断片。
【請求項１０】
アジュバントをさらに含む、請求項５～９のいずれか１項に記載の単離または組換え免疫
原性ポリペプチド断片を含む、組成物。
【請求項１１】
請求項１～８のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチド断片をコードするポリヌクレ
オチド。
【請求項１２】
請求項１～８のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチド断片をコードするプラスミド
を含む宿主細胞。
【請求項１３】
請求項１～９のいずれか１項に記載のポリペプチド断片を含む、免疫原性組成物。
【請求項１４】
哺乳動物における免疫応答を惹起する際に使用するための、請求項１～９のいずれか一項
に記載のポリペプチド断片を含む組成物または請求項１３に記載の免疫原性組成物。
【請求項１５】
前記免疫応答が、ＥｘＰＥＣ菌株および非ＥｘＰＥＣ菌株の大腸菌感染に対して防御性で
ある、請求項１４に記載の使用のための、請求項１４に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３３０】
　当業者であれば、「単離された」は、天然の状態からの「人間の手による」変更を意味
することを理解できよう。すなわちこのような変更が天然で起きた場合、元の環境から変
化させられたかまたは除去されたか、あるいはその両方が行われている。例えば、生きて
いる生物において自然に存在するポリヌクレオチドまたはポリペプチドは、そのような生
きている生物に存在するときは「単離されて」いないが、天然の状態で共存する材料から
分離された同じポリヌクレオチドまたはポリペプチドは、本開示で使用される用語では「
単離された」である。さらに、形質転換、遺伝子操作、または任意の他の組換え法によっ
て生物に導入されたポリヌクレオチドまたはポリペプチドは、前記生物が生きていてもい
なくても、前記生物になお存在していても、「単離された」と理解される。ただし、この
ような形質転換、遺伝子操作、または他の組換え法が、他の点では天然に生じている生物
と区別できない生物を作り出す場合は除かれる。
　特定の好ましい実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
ｏｒｆ３５３、細菌Ｉｇ様ドメイン（群１）タンパク質（ｏｒｆ４０５）、インフルエン
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ザ抗原４３（ｏｒｆ１３６４）、ＮｏｄＴファミリー外膜因子リポタンパク質排出トラン
スポーター（ｏｒｆ１７６７）、ｇｓｐＫ（ｏｒｆ３５１５）、ｇｓｐＪ（ｏｒｆ３５１
６）、ｔｏｎＢ依存性シデロホア受容体（ｏｒｆ３５９７）、線毛タンパク質（ｏｒｆ３
６１３）、ｕｐｅｃ－９４８、ｕｐｅｃ－１２３２、１型線毛タンパク質のＡ鎖前駆体（
ｕｐｅｃ－１８７５）、ｙａｐＨホモログ（ｕｐｅｃ－２８２０）、および溶血素Ａ（ｒ
ｅｃｐ－３７６８）からなる群より選択される大腸菌タンパク質を含む単離または組換え
ポリペプチド。
（項目２）
配列番号１～１０５に対して少なくとも８０％の同一性、少なくとも８５％の同一性、少
なくとも９０％の同一性、少なくとも９５％の同一性、少なくとも９６％の同一性、少な
くとも９７％の同一性、少なくとも９８％の同一性、少なくとも９９％の同一性、または
１００％の同一性を有するアミノ酸配列を含むものである、項目１に記載の単離または組
換えポリペプチド。
（項目３）
項目１に記載の単離または組換えポリペプチドであって、ここで、該ポリペプチドは、ペ
アワイズアラインメントアルゴリズムを用いて配列番号１～１０５のいずれかと整列させ
られたときに、Ｎ末端からＣ末端までのｘ個のアミノ酸の各移動ウインドウが少なくとも
ｘ・ｙ個の同一の整列したアミノ酸を有する、アミノ酸を含み、ここで、ｘは３０であり
、ｙは０．７５である、単離または組換えポリペプチド。
（項目４）
配列番号１～１０５のいずれかの少なくとも１０の連続したアミノ酸を含む単離または組
換えポリペプチドであって、該少なくとも１０の連続したアミノ酸が免疫原性である、単
離または組換えポリペプチド。
（項目５）
項目４に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドが、ｏｒｆ３５
３であり、配列番号１～２の１６０未満、１５０未満、１４０未満、または１３０未満の
アミノ酸を含む、単離または組換えポリペプチド。
（項目６）
前記少なくとも１０の連続したアミノ酸が、配列番号２１１～２１８からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含む、項目５に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目７）
配列番号１～２の少なくともアミノ酸２１～１６２を含むものである、項目５に記載の単
離または組換えポリペプチド。
（項目８）
項目４に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドが、細菌Ｉｇ様
ドメイン（群１）タンパク質（ｏｒｆ４０５）であり、配列番号３～１８の１４１０未満
、１４００未満、１３９０未満、または１３８０未満のアミノ酸を含む、単離または組換
えポリペプチド。
（項目９）
前記少なくとも１０の連続したアミノ酸が、配列番号２１９～３０７および６８３からな
る群より選択されるアミノ酸配列を含む、項目８に記載の単離または組換えポリペプチド
。
（項目１０）
配列番号３～１８の少なくともアミノ酸５９５～１００８を含むものである、項目８に記
載の単離または組換えポリペプチド。
（項目１１）
項目４に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドが、インフルエ
ンザ抗原４３（ｏｒｆ１３６４）であり、配列番号１９～４０の１０４０未満、１０３０
未満、１０２０未満、または１０１０未満のアミノ酸を含む、単離または組換えポリペプ
チド。
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（項目１２）
前記少なくとも１０の連続したアミノ酸が、配列番号３０８～３５０からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含む、項目１１に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目１３）
配列番号１９～４０の少なくともアミノ酸５３～６２０を含むものである、項目１１に記
載の単離または組換えポリペプチド。
（項目１４）
項目４に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドが、ＮｏｄＴフ
ァミリー外膜因子リポタンパク質排出トランスポーター（ｏｒｆ１７６７）であり、配列
番号４１～４７の４５０未満、４４０未満、４３０未満、または４２０未満のアミノ酸を
含む、単離または組換えポリペプチド。
（項目１５）
前記少なくとも１０の連続したアミノ酸が、配列番号３５１～３６８からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含む、項目１４に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目１６）
配列番号４１～４７の少なくともアミノ酸１５～４５７を含むものである、項目１４に記
載の単離または組換えポリペプチド。
（項目１７）
項目４に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドが、ｇｓｐＫ（
ｏｒｆ３５１５）であり、配列番号４８～６０の３２０未満、３１０未満、３００未満、
または２９０未満のアミノ酸を含む、単離または組換えポリペプチド。
（項目１８）
前記少なくとも１０の連続したアミノ酸が、配列番号３６９～３８４からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含む、項目１７に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目１９）
配列番号４８～６０の少なくともアミノ酸３２～３２５を含むものである、項目１７に記
載の単離または組換えポリペプチド。
（項目２０）
項目４に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドが、ｇｓｐＪ（
ｏｒｆ３５１６）であり、配列番号６１～７１の１８０未満、１７０未満、１６０未満、
または１５０未満のアミノ酸を含む、単離または組換えポリペプチド。
（項目２１）
前記少なくとも１０の連続したアミノ酸が、配列番号３８５～３９８からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含む、項目２０に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目２２）
配列番号６１～７１の少なくともアミノ酸１６～１８９を含むものである、項目２０に記
載の単離または組換えポリペプチド。
（項目２３）
項目４に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドが、ｔｏｎＢ依
存性シデロホア受容体（ｏｒｆ３５９７）であり、配列番号７２～７９の７１０未満、７
００未満、６９０未満、または６８０未満のアミノ酸を含む、単離または組換えポリペプ
チド。
（項目２４）
前記少なくとも１０の連続したアミノ酸が、配列番号３９９～４２５からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含む、項目２３に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目２５）
配列番号７２～７９の少なくともアミノ酸２９～７１３を含むものである、項目２３に記
載の単離または組換えポリペプチド。
（項目２６）
項目４に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドが、線毛タンパ
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ク質（ｏｒｆ３６１３）であり、配列番号８０～８１の１８０未満、１７０未満、１６０
未満、または１５０未満のアミノ酸を含む、単離または組換えポリペプチド。
（項目２７）
前記少なくとも１０の連続したアミノ酸が、配列番号４２６～４３２であるアミノ酸配列
を含む、項目２６に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目２８）
配列番号８０～８１の少なくともアミノ酸２５～１８７を含むものである、項目２６に記
載の単離または組換えポリペプチド。
（項目２９）
項目４に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドが、ｕｐｅｃ－
９４８であり、配列番号８２～８４の１５０未満、１４０未満、１３０未満、または１２
０未満のアミノ酸を含む、単離または組換えポリペプチド。
（項目３０）
前記少なくとも１０の連続したアミノ酸が、配列番号４９３～４９９からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含む、項目２９に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目３１）
配列番号８２～８４の少なくともアミノ酸２４～１５１を含むものである、項目２９に記
載の単離または組換えポリペプチド。
（項目３２）
項目４に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドが、ｕｐｅｃ－
１２３２であり、配列番号８５～９１の１５０未満、１４０未満、１３０未満、または１
２０未満のアミノ酸を含む、単離または組換えポリペプチド。
（項目３３）
前記少なくとも１０の連続したアミノ酸が、配列番号５００～５０６からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含む、項目３２に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目３４）
配列番号８５～９１の少なくともアミノ酸２６～１５１を含むものである、項目３２に記
載の単離または組換えポリペプチド。
（項目３５）
項目４に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドが、１型線毛タ
ンパク質のＡ鎖前駆体（ｕｐｅｃ－１８７５）であり、配列番号９２～９８の１８０未満
、１７０未満、１６０未満、または１５０未満のアミノ酸を含む、単離または組換えポリ
ペプチド。
（項目３６）
前記少なくとも１０の連続したアミノ酸が、配列番号５０７～５１５からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含む、項目３５に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目３７）
配列番号９２～９８の少なくともアミノ酸２４～１８７を含むものである、項目３５に記
載の単離または組換えポリペプチド。
（項目３８）
項目４に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドが、ｙａｐＨホ
モログ（ｕｐｅｃ－２８２０）であり、配列番号９９～１００の２６４０未満、２６２０
未満、２６００未満、または２５８０未満のアミノ酸を含む、単離または組換えポリペプ
チド。
（項目３９）
前記少なくとも１０の連続したアミノ酸が、配列番号５１６～６３８からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含む、項目３８に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目４０）
配列番号９９～１００の少なくともアミノ酸９８４～１４９５を含むものである、項目３
８に記載の単離または組換えポリペプチド。
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（項目４１）
項目３８に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドが、配列番号
９９～１００の少なくともアミノ酸１４９６～１８７６を含む、単離または組換えポリペ
プチド。
（項目４２）
項目４に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドが、溶血素Ａ（
ｒｅｃｐ－３７６８）であり、配列番号１０１～１０５の１０２０未満、１０１０未満、
１０００未満、または９９０未満のアミノ酸を含む、単離または組換えポリペプチド。
（項目４３）
前記少なくとも１０の連続したアミノ酸が、配列番号４３３～４９２からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含む、項目４２に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目４４）
配列番号１０１～１０５の少なくともアミノ酸２１～１０２４を含むものである、項目４
２に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目４５）
ｏｒｆ３５３、細菌Ｉｇ様ドメイン（群１）タンパク質（ｏｒｆ４０５）、インフルエン
ザ抗原４３（ｏｒｆ１３６４）、ＮｏｄＴファミリー外膜因子リポタンパク質排出トラン
スポーター（ｏｒｆ１７６７）、ｇｓｐＫ（ｏｒｆ３５１５）、ｇｓｐＪ（ｏｒｆ３５１
６）、ｔｏｎＢ依存性シデロホア受容体（ｏｒｆ３５９７）、線毛タンパク質（ｏｒｆ３
６１３）、ｕｐｅｃ－９４８、ｕｐｅｃ－１２３２、１型線毛タンパク質のＡ鎖前駆体（
ｕｐｅｃ－１８７５）、ｙａｐＨホモログ（ｕｐｅｃ－２８２０）、および溶血素Ａ（ｒ
ｅｃｐ－３７６８）からなる群より選択される完全長タンパク質を含まないものである、
項目１～４のいずれか１項に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目４６）
配列番号１～１０５からなる群より選択されるアミノ酸配列を含まないものである、項目
１～４のいずれか１項に記載の単離または組換え免疫原性ポリペプチド。
（項目４７）
アジュバントをさらに含む、項目１～４６のいずれか１項に記載の単離または組換え免疫
原性ポリペプチド。
（項目４８）
項目１～４６のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチドをコードするポリヌクレオチ
ド。
（項目４９）
配列番号１０６～２１０からなる群より選択される核酸配列に対して少なくとも８０％の
配列同一性を有するものである、項目４８に記載のポリヌクレオチド。
（項目５０）
項目１～４５いずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチドをコードするプラスミドを含む
大腸菌細胞。
（項目５１）
ｏｒｆ４０５タンパク質の断片を含む免疫原性ポリペプチドであって、該断片は、該大腸
菌ｏｒｆ４０５に対する欠失を有し、該欠失は、完全長タンパク質と比較して該断片の溶
解性を増加させ、該断片は、該大腸菌ｏｒｆ４０５と実質的に類似の免疫応答を被験体に
惹起する、免疫原性ポリペプチド。
（項目５２）
前記欠失が、推定上のアミノ末端トランスロケータードメインを含む、項目５１に記載の
免疫原性ポリペプチド。
（項目５３）
前記ｏｒｆ４０５タンパク質が、配列番号６４２のアミノ酸配列に対応する、項目５１に
記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目５４）
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前記断片が、前記ｏｒｆ４０５タンパク質の１２００未満のアミノ酸、１１００未満のア
ミノ酸、１０００未満のアミノ酸、９５０未満のアミノ酸、９００未満のアミノ酸、８５
０未満のアミノ酸、８００未満のアミノ酸、７５０未満のアミノ酸、７００未満のアミノ
酸、６５０未満のアミノ酸、６００未満のアミノ酸、５９０未満のアミノ酸、または５８
０未満のアミノ酸を含む、項目５１～５３のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチド
。
（項目５５）
前記ｏｒｆ４０５のアミノ酸配列が、
（ａ）配列番号３～１８からなる群より選択されるアミノ酸配列、
（ｂ）配列番号３～１８と比較して１～１０の単一のアミノ酸変更、
（ｃ）配列番号３～１８のいずれか１つに対して少なくとも８５％の配列同一性、および
／または
（ｄ）ペアワイズアラインメントアルゴリズムを用いて配列番号３～１８のいずれかと整
列させられたときに、Ｎ末端からＣ末端までのｘ個のアミノ酸の各移動ウインドウが少な
くともｘ・ｙ個の同一の整列したアミノ酸を有し、ｘが３０であり、ｙが０．７５である
こと、
を含む、項目５１～５４のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目５６）
単離されているか、精製されているか、または組換え型である、項目５１～５５のいずれ
か１項に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目５７）
アジュバントをさらに含む、項目５１～５６のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチ
ド。
（項目５８）
項目５１～５５のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチドをコードするポリヌクレオ
チド。
（項目５９）
項目５１～５５のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチドをコードするプラスミドを
含む宿主細胞。
（項目６０）
インフルエンザ抗原４３（ｏｒｆ１３６４）タンパク質の断片を含む免疫原性ポリペプチ
ドであって、該断片は、該大腸菌インフルエンザ抗原４３（ｏｒｆ１３６４）に対する欠
失を有し、該欠失は、完全長タンパク質と比較して該断片の溶解性を増加させ、該断片は
、該大腸菌インフルエンザ抗原４３（ｏｒｆ１３６４）と実質的に類似の免疫応答を被験
体に惹起する、免疫原性ポリペプチド。
（項目６１）
前記欠失が、カルボキシル末端βバレルドメインを含む、項目６０に記載の免疫原性ポリ
ペプチド。
（項目６２）
前記インフルエンザ抗原４３（ｏｒｆ１３６４）タンパク質が、配列番号６５２のアミノ
酸配列に対応する、項目６０に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目６３）
前記断片が、前記インフルエンザ抗原４３（ｏｒｆ１３６４）タンパク質の９５０未満の
アミノ酸、９００未満のアミノ酸、８５０未満のアミノ酸、８００未満のアミノ酸、７５
０未満のアミノ酸、７００未満のアミノ酸、６５０未満のアミノ酸、６００未満のアミノ
酸、５５０未満のアミノ酸、５００未満のアミノ酸、４５０未満のアミノ酸、４４０未満
のアミノ酸、または４３０未満のアミノ酸を含む、項目６０～６２のいずれか１項に記載
の免疫原性ポリペプチド。
（項目６４）
前記インフルエンザ抗原４３（ｏｒｆ１３６４）のアミノ酸配列が、
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（ａ）配列番号１９～４０からなる群より選択されるアミノ酸配列、
（ｂ）配列番号１９～４０と比較して１～１０の単一のアミノ酸変更、
（ｃ）配列番号１９～４０のいずれか１つに対して少なくとも８５％の配列同一性、およ
び／または
（ｄ）ペアワイズアラインメントアルゴリズムを用いて配列番号１９～４０のいずれかと
整列させられたときに、Ｎ末端からＣ末端までのｘ個のアミノ酸の各移動ウインドウが少
なくともｘ・ｙ個の同一の整列したアミノ酸を有し、ｘが３０であり、ｙが０．７５であ
ること、
を含む、項目６０～６３のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目６５）
単離されているか、精製されているか、または組換え型である、項目６０～６４のいずれ
か１項に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目６６）
アジュバントをさらに含む、項目６０～６５のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチ
ド。
（項目６７）
項目６０～６４のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチドをコードするポリヌクレオ
チド。
（項目６８）
項目４６～６４のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチドをコードするプラスミドを
含む宿主細胞。
（項目６９）
ｙａｐＨホモログ（ｕｐｅｃ－２８２０）タンパク質の断片を含む免疫原性ポリペプチド
であって、該断片は、該大腸菌ｙａｐＨホモログ（ｕｐｅｃ－２８２０）に対する欠失を
有し、該欠失は、完全長タンパク質と比較して該断片の溶解性を増加させ、該断片は、該
大腸菌ｙａｐＨホモログ（ｕｐｅｃ－２８２０）と実質的に類似の免疫応答を被験体に惹
起する、免疫原性ポリペプチド。
（項目７０）
前記ｙａｐＨホモログ（ｕｐｅｃ－２８２０）タンパク質が、配列番号６４４、配列番号
６４６、配列番号６４８、または配列番号６５０のアミノ酸配列に対応する、項目６９に
記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目７１）
前記断片が、前記ｙａｐＨホモログ（ｕｐｅｃ－２８２０）タンパク質の２５００未満の
アミノ酸、２０００未満のアミノ酸、１７５０未満のアミノ酸、１５００未満のアミノ酸
、１４００未満のアミノ酸、１３００未満のアミノ酸、１２００未満のアミノ酸、１１０
０未満のアミノ酸、１０００未満のアミノ酸、９００未満のアミノ酸、８５０未満のアミ
ノ酸、８００未満のアミノ酸、７５０未満のアミノ酸、７００未満のアミノ酸、６５０未
満のアミノ酸、６００未満のアミノ酸、５５０未満のアミノ酸、５００未満のアミノ酸、
４５０未満のアミノ酸、４００未満のアミノ酸、または３９０未満のアミノ酸を含む、項
目６９または項目７０に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目７２）
前記ｙａｐＨホモログ（ｕｐｅｃ－２８２０）のアミノ酸配列が、
（ａ）配列番号９９～１００からなる群より選択されるアミノ酸配列、
（ｂ）配列番号９９～１００と比較して１～１０の単一のアミノ酸変更、
（ｃ）配列番号９９～１００のいずれか１つに対して少なくとも８５％の配列同一性、お
よび／または
（ｄ）ペアワイズアラインメントアルゴリズムを用いて配列番号９９～１００のいずれか
と整列させられたときに、Ｎ末端からＣ末端までのｘ個のアミノ酸の各移動ウインドウが
少なくともｘ・ｙ個の同一の整列したアミノ酸を有し、ｘが３０であり、ｙが０．７５で
あること、
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を含む、項目６９～７１のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目７３）
単離されているか、精製されているか、または組換え型である、項目６９～７２のいずれ
か１項に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目７４）
アジュバントをさらに含む、項目６９～７３のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチ
ド。
（項目７５）
項目６９～７２のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチドをコードするポリヌクレオ
チド。
（項目７６）
項目６９～７２のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチドをコードするプラスミドを
含む宿主細胞。
（項目７７）
溶血素Ａ（ｒｅｃｐ３７６８）タンパク質の断片を含む免疫原性ポリペプチドであって、
該断片は、該大腸菌溶血素Ａ（ｒｅｃｐ３７６８）に対する欠失を有し、該欠失は、完全
長タンパク質と比較して該断片の溶解性を増加させ、該断片は、該大腸菌溶血素Ａ（ｒｅ
ｃｐ３７６８）と実質的に類似の免疫応答を被験体に惹起する、免疫原性ポリペプチド。
（項目７８）
前記欠失が、膜挿入および孔形成に必要なアミノ末端疎水性ドメイン（疎水性αへリック
ス領域）、カルボキシル末端シグナル配列、および翻訳後のアシル化の後の孔形成活性に
必要なドメインを含む、項目７７に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目７９）
前記溶血素Ａ（ｒｅｃｐ３７６８）タンパク質が、配列番号６４０のアミノ酸配列に対応
する、項目７７に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目８０）
前記断片が、前記溶血素Ａ（ｒｅｃｐ３７６８）タンパク質の１０００未満のアミノ酸、
９５０未満のアミノ酸、９００未満のアミノ酸、８５０未満のアミノ酸、８００未満のア
ミノ酸、７５０未満のアミノ酸、７００未満のアミノ酸、６５０未満のアミノ酸、６００
未満のアミノ酸、５５０未満のアミノ酸、５００未満のアミノ酸、４５０未満のアミノ酸
、４００未満のアミノ酸、３９０未満のアミノ酸、３８０未満のアミノ酸、３５０未満の
アミノ酸、３００未満のアミノ酸、２５０未満のアミノ酸、２４０未満のアミノ酸、２３
０未満のアミノ酸、または２２０未満のアミノ酸を含む、項目７７～７９のいずれか１項
に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目８１）
前記溶血素Ａ（ｒｅｃｐ３７６８）のアミノ酸配列が、
（ａ）配列番号１０１～１０５からなる群より選択されるアミノ酸配列、
（ｂ）配列番号１０１～１０５と比較して１～１０の単一のアミノ酸変更、
（ｃ）配列番号１０１～１０５のいずれか１つに対して少なくとも８５％の配列同一性、
および／または
（ｄ）ペアワイズアラインメントアルゴリズムを用いて配列番号１０１～１０５のいずれ
かと整列させられたときに、Ｎ末端からＣ末端までのｘ個のアミノ酸の各移動ウインドウ
が少なくともｘ・ｙ個の同一の整列したアミノ酸を有し、ｘが３０であり、ｙが０．７５
であること、
を含む、項目７７～８０のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目８２）
単離されているか、精製されているか、または組換え型である、項目７７～８１のいずれ
か１項に記載の免疫原性ポリペプチド。
（項目８３）
アジュバントをさらに含む、項目７７～８２のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチ
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ド。
（項目８４）
項目７７～８１のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチドをコードするポリヌクレオ
チド。
（項目８５）
項目７７～８１のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチドをコードするプラスミドを
含む宿主細胞。
（項目８６）
エシェリキア属Ｓｅｌ　１反復含有タンパク質（ｕｐｅｃ－５２１１）を含む単離または
組換えポリペプチド。
（項目８７）
配列番号６５３～６５５に対して少なくとも８０％の同一性、少なくとも８５％の同一性
、少なくとも９０％の同一性、少なくとも９５％の同一性、少なくとも９６％の同一性、
少なくとも９７％の同一性、少なくとも９８％の同一性、少なくとも９９％の同一性、ま
たは１００％の同一性を有するアミノ酸配列を含むものである、項目８６に記載の単離ま
たは組換えポリペプチド。
（項目８８）
項目８６に記載の単離または組換えポリペプチドであって、該ポリペプチドは、ペアワイ
ズアラインメントアルゴリズムを用いて配列番号６５３～６５５のいずれかと整列させら
れたときに、Ｎ末端からＣ末端までのｘ個のアミノ酸の各移動ウインドウが少なくともｘ
・ｙ個の同一の整列したアミノ酸を有する、アミノ酸を含み、ここで、ｘは３０であり、
ｙは０．７５である、単離または組換えポリペプチド。
（項目８９）
配列番号６５３～６５５のいずれかの少なくとも１０の連続したアミノ酸を含む単離また
は組換えポリペプチドであって、該少なくとも１０の連続したアミノ酸が免疫原性である
、単離または組換えポリペプチド。
（項目９０）
配列番号６５３～６５５の４８０未満、４７０未満、４６０未満、４５０未満、４２５未
満、４００未満、３５０未満、２００未満、または２５０未満のアミノ酸を含むものであ
る、項目８９に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目９１）
前記少なくとも１０の連続したアミノ酸が、配列番号６５６～６７５からなる群より選択
されるアミノ酸配列を含む、項目９０に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目９２）
完全長の前記エシェリキア属Ｓｅｌ　１反復含有タンパク質（ｕｐｅｃ－５２１１）を含
まないものである、項目８６～８９のいずれか１項に記載の単離または組換えポリペプチ
ド。
（項目９３）
配列番号６５３～６５５からなる群より選択されるアミノ酸配列を含まないものである、
項目８６～８９のいずれか１項に記載の単離または組換えポリペプチド。
（項目９４）
アジュバントをさらに含む項目８６～９３のいずれか１項に記載の単離または組換え免疫
原性ポリペプチド。
（項目９５）
項目８６～９３のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチドをコードするポリヌクレオ
チド。
（項目９６）
配列番号６５３～６５５の１つをコードする核酸配列に対して少なくとも８０％の配列同
一性を有するものである、項目９５に記載のポリヌクレオチド。
（項目９７）
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項目８６～９３のいずれか１項に記載の免疫原性ポリペプチドをコードするプラスミドを
含む大腸菌細胞。
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